
ー
ド
が
使
用
で
き
な
く
な
り
、
切
り
替
え
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ゆ
や
分
館
、
本
館
で

事
前
に
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
申

込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
利
用
カ
ー
ド
の
引
渡
し

は
３
月
１
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

利
用
カ
ー
ド
切
り
替
え
に
つ
い
て
、
不
明
な

点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
本
館
・
分
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ま
だ
利
用
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
人
も
、
是
非
こ
の
機
会
に

作
成
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
休
館
の
お
知
ら
せ

本
館
は
12
月
29
日
（土）
か
ら
１
月
４
日
（金）
ま
で

休
館
と
な
り
ま
す
。（
１
月
４
日
（金）
は
開
館
準
備

作
業
の
た
め
閉
館
し
ま
す
が
、
分
館
は
１
月
４

日
（金）
か
ら
利
用
で
き
ま
す
）

12
／
24
（月）
は
本
館
の
み
開
館
し
ま
す

12
月
24
日
（月）
は
23
日
（日）
天
皇
誕
生
日
の
振
替

休
日
で
す
が
、
本
館
の
み
開
館
し
ま
す
。

翌
25
日
（火）
は
本
館
・
分
館
と
も
休
館
し
ま
す
。

12
月
23
日
（日）
は
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
開
館
時
間
／
本
館

９：

30
〜
17：

00
時
、
分
館
９：

00
〜
17：

00
）

１
／
14
（月）
は
本
館
の
み
開
館
し
ま
す

１
月
14
日
（月）
は
成
人
の
日
で
祝
日
で
す
が
、

本
館
の
み
開
館
し
ま
す
。
開
館
時
間
は
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、

翌
15
日
（火）
は
休
館
し
ま
す
。

ゆ
や
分
館
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

図
書
館
シ
ス
テ
ム
統
合
の
た
め
、
平
成
20
年

３
月
１
日
か
ら
、
ゆ
や
分
館
の
図
書
館
利
用
カ

１／５（土）13：30～

「トムとジェリー⑰」
（47分）

１／26（土）13：30～

「雪の女王」
（63分）

新
着
図
書
（
本
館
／
一
部
）

「
好
き
、
だ
か
ら
こ
そ
」
小
手
鞠
る
い
、「
つ
く

も
が
み
貸
し
ま
す
」
畠
中
恵
、「
望
み
は
何
と
訊

か
れ
た
ら
」小
池
真
理
子
、「
死
都
日
本
」石
黒
耀
、

「
約
束
の
地
で
」
馳
星
周
、「
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
ア
ン
１

９
８
８
」海
堂
尊
、「
あ
じ
さ
い
日
記
」渡
辺
淳
一
、

「
老
春
も
愉
し
」
瀬
戸
内
寂
聴
、「
男
感
覚
女
感
覚

の
知
り
方
」
遠
藤
周
作
、「
芥
川
龍
之
介
短
篇
集
」

芥
川
龍
之
介
、「
お
殿
様
た
ち
の
出
世
」
山
本
博

文
、「
憎
ま
れ
役
」
野
中
広
務
、「
鉄
板
病
」
お
ち

ま
さ
と
、「
世
の
中
が
わ
か
る
○
○
主
義
の
基
礎

知
識
」
吉
岡
友
治
、「
内
村
鑑
三
の
〈
代
表
的
日
本

人
〉」
童
門
冬
二
、「
団
塊
力
で
本
を
出
そ
う
」
加

藤
美
勝
、「
そ
れ
で
も
、
ゆ
と
り
教
育
は
間
違
っ

て
い
な
い
」
寺
脇
研
、「
図
説
ド
イ
ツ
の
歴
史
」

石
田
勇
治
、「
農
家
が
教
え
る
自
給
農
業
の
は
じ

め
方
」
中
島
正
、「
わ
が
家
で
育
て
る
果
樹
＆
ベ

リ
ー
１
０
０
」
主
婦
の
友
社
、「
人
気
の
ふ
る
さ

と
野
菜
」
主
婦
の
友
社
、「
帽
子
の
基
礎
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
」
ク
ラ
イ
・
ム
キ
　
ほ
か

探偵ガリレオ
東野圭吾／著
文藝春秋／出版

突然、燃え上がった若
者の頭、心臓だけ腐っ
た男の死体、池に浮ん

だデスマスク、幽体離脱した少年…、警
視庁捜査一課の草薙俊平が説明のつかな
い難事件にぶつかったとき、必ず訪ねる
友人がいる。天才科学者湯川学が常識を
超えた謎に挑む連載ミステリーです。

油
谷
新
別
名
に
あ
る
八
幡
人
丸
神
社
は
、

九
州
か
ら
石
見
へ
向
か
う
途
中
に
こ
の
地
に

滞
在
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
万
葉
の
歌
人
・
柿

本
人
麻
呂
を
祀
る
神
社
で
あ
る
。

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）、
弓
弦
葉

ゆ

づ

り

は

山
八

幡
宮（
新
別
名
八
幡
宮
）に
人
丸
神
社
を
合
祀

し
て
八
幡
人
丸
神
社
と
称
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
以
後
、
御
旅
所
と
な
っ
た
旧
八
幡
宮
跡

地
に
は
、
県
指
定
天
然
記
念
物
の
ヒ
ノ
キ
巨

樹
が
あ
る
。
目
通
り
周
囲
四
・
七
二
ｍ
、
根
廻

り
七
・
五
〇
ｍ
、
高
さ
約
二
〇
ｍ
で
、
県
内
で

は
ま
れ
に
見
る
巨
樹
で
あ
る
。

八
幡
人
丸
神
社
に
は
多
く
の
貴
重
な
文
化

財
が
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、

宝
物
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
書
跡
や
典
籍
類

は
、
柿
本
人
麻
呂
を
和
歌
の
神
と
す
る
信
仰

を
背
景
に
し
て
歌
人
た
ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

和
歌
な
ど
で
あ
る
が
、
時
代
を
超
え
て
多
く

の
作
品
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
、

五
点
は
「
八
幡
人
丸
神
社
伝
来
の
寄
進
奉
納

の
書
跡
・
典
籍
類
」と
し
て
、
市
指
定
有
形
文

化
財
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
指
定
有
形
文
化
財
の
「
御
国
廻

お
ん
く
に
ま
わ
り

御
行
程
記

お
ん
こ
う
て
い
き

七
の
下
絵
本
」は
、
寛
保
二
年（
一

七
四
二
）
六
代
藩
主
毛
利
宗
広
が
御
国
廻
り

八
幡

や

は

た

人
丸

ひ
と
ま
る

神
社

伝
来
の
宝
物

八幡人丸神社古典樹苑

八幡人丸神社

仙
崎
海
上
保
安
部
で
は
、

12
月
１
日
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
、

見
島
北
灯
台
（
萩
市
）
か
ら

の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
映
像
の
提

供
を
開
始
し
ま
し
た
。

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
映
像
は
「
目
で
見
る
海
の

安
全
情
報
」
と
し
て
海
上
模
様
や
船
舶
の
通
航

状
況
等
を
動
画
で
提
供
す
る
も
の
で
、
パ
ソ
コ

ン
ま
た
は
携
帯
電
話
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

携
帯
ア
ド
レ
ス
は

http://w
w
w
6.kaiho.m

lit.go.jp/senzaki/m
/

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
愛
に
似
た
も
の
」
唯
川
恵
、「
悪
魔
の
さ
さ
や

き
、天
使
の
寝
言
」赤
川
次
郎
、「
い
の
ち
の
記
憶
」

岩
合
光
昭
、「
警
官
の
血
（
上
・
下
）」
佐
々
木
譲
、

「
う
え
き
ば
ち
で
す
」
川
端
誠
、「
お
し
り
か
じ
り

虫
う
た
と
お
ど
り
の
ほ
ん
」
う
る
ま
で
る
び
、

「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
ぎ
ん
の
く
ま
」
マ
レ
ー

ク
・
ベ
ロ
ニ
カ

ほ
か

見
島
北
灯
台
に

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
！

（
領
国
内
巡
視
）を
し
た
際
、
随
行
し
た
有
馬

喜
惣
太
に
よ
り
描
か
れ
た
案
内
絵
地
図
の
下

絵
で
、
赤
間
関
街
道
北
浦
道
筋
沿
線
の
景
観

が
精
巧
に
描
か
れ
て
い
る
。（
藩
主
用
清
書

全
七
巻
は
山
口
県
文
書
館
に
所
蔵
）

境
内
に
あ
る
古
典
樹
苑
は
、
大
正
時
代
に

つ
く
ら
れ
た
植
物
園
で
、
万
葉
集
や
古
事
記

を
は
じ
め
、
室
町
時
代
以
前
の
古
典
の
中
に

登
場
す
る
草
木
を
採
集
さ
れ
て
植
樹
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
約
一
八
〇
種
あ
る
植
物
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
古
名
・
現
名
に
和
歌
が
そ
え
ら

れ
た
説
明
が
つ
い
て
い
る
。

境
内
か
ら
眼
下
を
見
渡
せ
ば
掛
淵
川
が
緩

や
か
に
流
れ
、
油
谷
湾
が
ま
ぶ
し
く
輝
い
て

い
る
。
人
麻
呂
が
こ
の
景
観
に
魅
せ
ら
れ
て

三
年
の
歳
月
を
過
ご
し
た
と
い
う
。
朝
夕
の

眺
望
を
「
向
津
具
の
奥
の
入
江
の
さ
ざ
浪
に

海
苔
か
く
海
士
の
袖
は
濡
れ
つ
つ
」
と
詠
み

残
し
都
へ
帰
還
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

八幡人丸神社御旅所のヒノキ巨樹

第
３
回
図
書
館
ま
つ
り
に
多
数
の
ご
来
場
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
く
さ
ん
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
古
本
市
で
は
、
多
数
の
本

が
再
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
提

供
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
図
書
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
一
同
】


